
２００９年　２月１１日　台高山脈　高見山１２４８．３ｍ　　（クラブツーリズム　あるく山旅）

コース距離　　：　７．８ｋｍ　　所要時間　：　４時間３０分（休憩含む）　　コース高低差　：　７８８ｍ

場所の名称 時　刻 緯度 経度 標高校正 ６時過ぎに出て阪急水無瀬駅へ、
杉谷登山口  10:12 34.2511 136.0339 460 梅田から茶屋町モータープールの集合場所に。

雲母曲  10:53 34.2516 136.0420 700 今日はクラブツーリズムのあるく山旅に参加しての
 11:05 34.2520 136.0435 809 「高見山」です。
 11:25 34.2520 136.0435 809

小峠  11:28 34.2523 136.0438 810 大型の観光バスに乗車して平野登山口へ、道路状況が
平野分岐  11:57 34.2531 136.0440 930 判らないのでツアーに参加したが、こんな大きなバスで
避難小屋  12:52 34.2542 136.0517 1248 行けるとは思はなかった。

 12:54 34.2543 136.0519 1248.3
 13:00 34.2543 136.0518 1248.3 途中、四ツ橋で残りのお客を乗せて針ＩＣに向かう、

避難小屋  13:06 34.2543 136.0517 1248 針ＩＣで山のガイド二人を向かいいれて登山口に再出発する。
平野分岐  13:40 34.2531 136.0440 930 四ツ橋を８時前に出て平野登山口には１０時前に到着した、

高見山大杉  14:06 34.2544 136.0413 710 ２時間で来られた状況であった。
平野登山口  14:42 34.2615 136.0337 465

登山支度をして１０時１０分に出立する、最後尾から付いて行く事にする。
１０分ほど歩いたところで前方を歩いていた方が衣服調整したいとの事で停止する。
私もジャケットを脱ぎ下着シャツ１枚となる、今日は気温が高いが早朝の高見山定点観測で氷点下７度との事であった。
登山道に積雪は無いが雲母曲から登山道脇に雪が残っている、小峠の手前の広くなったところで食事することになった。
食事場所から３分程で林道が通っている小峠にでた、大峠には向かわず高見山へ向かう。
登山道が細く帰りの登山者との交差で時間が取られてしまう、雪も少しずつ多くなってくる。
平野分岐手前で登山ガイドから高見山山頂を見て白くなっているから積雪があるからアイゼン着用の指示が出るが
私は着用せず登ることにした、だが多くの登山者がいて雪を踏み固めてしまっているのでスリップして歩きにくかった。
今日の天気予報は昼過ぎから雨の予報が出ている、雲が下がりどんよりとしてきて展望は利かなくなって来てしまった。
平野分岐を過ぎて霧氷の海老の尻尾が見ることが出来たが尻尾の長さは２ｃｍ程しかない
山頂に到着したがやはり展望は出来なかった。
帰途、スリップしながら登ってきたので下りは転ぶ恐れがあるのでアイゼンを装着することにした。
私のアイゼンは１２本爪、アイゼンの爪を利かせて軽快に下ることが出来る、'他の登山者はアイゼンを付けても恐る恐る下っている
スパイクの様なアイゼンでは体を支えられないのであろう。
平野分岐から平野登山口へ下ることに、他の登山者は分岐でアイゼンを取り外しているが私は付けたまま下ることにした。
登山道の雪は少ないがぬかるんでいる、アイゼンを利かす事で滑らず下ることが出来る。
高見山大杉でアイゼンを取外し平野登山口に下る、１４時４７分登山口に到着し近くのたかすみ温泉に入る。
この温泉は小さい為多くの人数で入れない、入場制限して３０分待ちで入浴できた。

小峠(食事）

高見山山頂
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